
下教学第２０３号

平成２９年５月２４日

下野市立小・中学校長 様

下野市教育委員会教育長 池澤 勤

下野市教職員の当たり前の取組（その３）

「チーム学校での取組①」

日頃より本市の教育に御理解と御協力を頂き、深く感謝申し上げます。

各学校では、運動会や修学旅行などの学校行事を通して、児童生徒も教職員

も、新しい仲間とのつながりを深めていることと思います。

これからの教育活動がさらに有意義なものになるように、「当たり前のこと

を当たり前にやろう」の観点で、次の点から見直していきましょう。

○人権意識の高揚は、互いの声かけで！

・体罰をしない、させない、見逃さない！

・セクハラ、パワハラは絶対にやめましょう！

○児童生徒指導は、必ず複数で対応を！

・問題を１人で抱え込まない！

・児童生徒への指導は、１対１では行わない！

・保護者への対応（面談や家庭訪問等）は、必ず複数で！

・情報は必ず共有を！

○安全管理は、複数の目で！気付いたらすぐ報告を！
＊自分でできるところから始めてみましょう!!

・校舎内外の施錠をみんなの目で！

・公金の管理（会計処理の明朗化）を意識して！

・施設・設備の破損は、すみやかに修繕、報告を！

・個人情報の管理（ＵＳＢの管理等）は、確実に！

１人の児童生徒を、１つの学校を教職員のみなさんの目と心で見ていくこと

が、不祥事防止につながります！

エコプロジェクト・下野市版３Ｓ運動の推進を!! 下野市学校教育課
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